
PolarLake（その１）

「ノンコーディングでほとんどの開発が可能」
 

という特徴を検証．
■評価結果
・個々の部品の仕様（利用方法）が比較的わかりやすい．
・部品のドラッグ＆ドロップと関連属性値の設定を繰り返して，
アプリケーションの処理を記述できる．

・１週間位の受講で，エンドユーザ（業務の専門家）主導で開発可．
但し，ＳＥの支援は必要．

・XML, XPath, DB, Java などに関して，基本的知識は必要．

■例題アプリケーション（配送管理システム）のシステム構成＆処理プロセス
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「ファイル読込み」部品をd&d．
ファイルの場所指定して，結線．

2

データ処理用のテンプレート指定．
処理フローの枠組み設定

「スクリプト実行」部品をｄ＆ｄ．
outputDocument（配送データ出力）を選択．

3

1

「新しいスキーマ」作成．Xpathエディタを用いて，配送データを指定．
２つのシーケンス（東京都，神奈川県）作成．左図を上図へd&d.
配送データの「住所」の値により，上段と下段に分岐．

4

操作：DB部品をインポート．「DB開始」，
「DBコミット」，「DB挿入」部品をd&d．
マッピング画面で入力とDB要素の対応を

結線で定義．

5

操作：「メソッド呼び出し」部品をd&d．
クラス名，メソッド名，Jarファイル指定．

マッピング画面で入力とメソッド引数の対応と
メソッド戻り値と出力の対応を結線で定義．

6■アプリケーション定義手順
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■マッピング画面で入力とDBテーブル要素の対応を結線で定義．

・青線は，構造の生成．赤線は，データの移動．
・図中の結線途中の 「ｆ」

 
は関数呼び出し．

以下の例：２つの入力値を結合（concatenation）する処理

ＤＢテーブル構造入力ＸＭＬデータ



■マッピング画面でJavaアプリへの入力とメソッド引数の対応を定義．

■Javaアプリからの

メソッド実行結果と
出力の対応を
結線で定義．

Javaメソッド引数入力ＸＭＬデータ

出力ＸＭＬデータJavaメソッド戻り値



右クリックでサーバ起動

■実行開始: 「配送管理」をコンソール画面にドラッグ＆ドロップ

クリックでＤＢ起動 クリックでＤＢマネージャ起動

d&dで，実行開始



■Ｗｅｂサービス連携の例題
・作成済みの配送管理アプリケーションをＷｅｂサービス化して，
新たに作成する受注管理サービスから呼び出す．

■システム構成＆処理プロセス
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■配送管理サービス ＳＯＡＰメッセージ受信

ＳＯＡＰディスパッチャ作成

Ｗｅｂサービスの戻りＷｅｂサービス受付

■受注管理サービス
「ディレクトリサーバ」コンポで，発注データ読込み先のローカルディレクトリ指定

「チャネルに送信」コンポで，請求書出力として，
ローカルディレクトリを指定．

「マッパー」コンポで，配送管理サービスから
受け取った請求データと文書変数に格納した
発注データから２：１のマッピングにより，
請求書作成．（価格＊数量＝小計の計算も）

「Ｗｅｂサービスクライアント」コンポで，配送管理サービス呼出し
・WSDL，サービス，処理名指定
・入力マッピング（別紙）・出力マッピング（別紙）

「コンテキスト文書格納」
コンポで，発注データを
後で利用するため，
文書変数に格納



■マッピング画面で発注データと配送管理サービスの入力への対応

ＳＯＡＰ形式入力ＸＭＬデータ

■配送管理サービスの出力（ＳＯＡＰ）から請求データへの要素の対応

ＳＯＡＰ形式 出力ＸＭＬデータ



■マッピング画面で請求データと発注データから請求書への対応

発注データ

請求データ

請求書

↑
（注）価格＊数量＝小計を関数を用いて定義（ここでは省略）



■ 入力の発注データ

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?> 
- <発注データ xmlns="http://www.hitachi- 
system.co.jp/seminar">

<発注日>2004/10/18</発注日> 
<発注No>No000777</発注No> 

- <配送先>
<顧客ID>10001</顧客ID> 
<郵便番号>108-8250</郵便番号> 
<住所1>東京都</住所1> 
<住所2>港区港南2-18-1</住所2> 
<氏名>日立太郎</氏名> 
<電話番号>03-6718-7777</電話番号> 
</配送先>

- <商品リスト>
- <商品>

<メーカー>日立</メーカー> 
<製品名>Prius400</製品名> 
<型番>T100001</型番> 
<価格>198000</価格> 
<数量>2</数量> 
</商品>

- <商品>
<メーカー>日立</メーカー> 
<製品名>Prius500</製品名> 
<型番>T100002</型番> 
<価格>218000</価格> 
<数量>1</数量> 
</商品>
</商品リスト>
</発注データ>

<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?> 
- <In:請求データ xmlns:In="http://www.hitachi-system.co.jp/seminar">

<In:発注No>No000777</In:発注No> 
<In:配送予定日 /> 

- <In:配送先>
<In:顧客ID>10001</In:顧客ID> 
<In:郵便番号>108-8250</In:郵便番号> 
<In:住所>東京都</In:住所> 
<In:氏名>日立太郎</In:氏名> 
<In:電話番号>03-6718-7777</In:電話番号> 
</In:配送先>

- <In:商品リスト>
<In:商品 型番="T100001" 価格="198000" 数量="2" 小計="198000" /> 
<In:商品 型番="T100002" 価格="218000" 数量="1" 小計="218000" /> 
</In:商品リスト>
</In:請求データ>

■ 出力の請求書

(注）結線ミスで，小計の計算ミス

PolarLake：アプリケーションの実行
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